
補助的なツールを使う TAエージェントのための 

パソコン操作教示用スクリプトシステムの検討 

高橋 勇† 

北里大学 一般教育部† 

 

はじめに 

本研究では e-Learning などの授業においてパ

ソコンの使い方を支援する TA の役割をもつデス

クトップマスコット型エージェントの開発を目

指している[1]。このシステムは教員が作成した

作業手順書にもとづいて学習者と対話し、未達

成の作業に対してアドバイスできる[2]。しかし

アドバイスごとのエージェントの振る舞いは個

別にプログラミングしていた。今回、柔軟性・

拡張性をもたせるために、これを独自のスクリ

プト言語で動かすシステムへ拡張する方法を検

討した。本稿では、必要な要件と全体の枠組み

について検討した結果を中心に報告する。 

 

TAエージェントの概要 

本システムは画面上に表示されたデスクトッ

プマスコットが支援を行う[1]。まず対話モード

が起動し Figure1 の左図のように手順書にそっ

て作業ができたか質問し、未達成の作業を特定

する。次にその作業のアドバイスをするモード

が起動し、右図のように画面のポインティング

などをしながらアドバイスする。エージェント

単体では下記の７つの基本動作が可能である。 

(A) 待機する（支援の要求を待つ） 

(B)セリフの形で文章を表示する 

(C)ジェスチャー（棒を振るなど）をする 

  (D)次へ進めるまで一時的に待つ 

 (E)選択肢を提示して回答を待つ 

 (F)表示位置を移動する 

 (G)画面をポインティングする 

また、エージェントは補助的なツールを表示

して利用できる[3]。Figure2 はキーボードの画像

を使って操作を解説する例である。 現時点では

下記の 4 つの補助的なツールが実装されている。 

 ・矢印（位置や向きや長さを変化可能） 

 ・キーボードの画像（各キーを強調可能） 

 ・クリップボード（保持情報を表示可能） 

 ・解説の文書を表示するウインドウ 

さらにシステムの内部には下記の 2 つの情報

収集ユニットが実装されており、これらは表示

位置の制御などに利用されている。 

 ・パソコン画面上に、特定の画像と一致する 

場所があるか調べる画像位置特定ユニット 

 ・起動中のプロセスやウインドウの表示位置、 

画面サイズなどの OS情報取得ユニット 

 

スクリプトシステムがもつべき要件 

これまでアドバイスするモードでは、その項

目ごとにエージェントや補助ツールの振る舞い

を個別にプログラムしていた。これをスクリプ

トシステム化するにあたり、いくつかの典型的

な支援のシナリオを想定して要件を整理した。

ここでは、ツールを使わずにエージェント単体

で支援する場合と、ツールを使う場合とにわけ

て、それぞれの要件と実現方針を示す。 

単体では次のことができなければならない。 

(1)メッセージを主体に教示的な解説をする 

(2)画面上の位置と関連させた解説をする 

(3)学習者に一時的に作業をさせる 

(4)質問への応答に応じて解説の内容を変える 

(5)学習者の作業に応じて解説の内容を変える 

(6)画面の表示に応じて解説の内容を変える 

前節の(A)は汎用の機能であるため、スクリプ

トでは(B)～(G)の動作を組み合わせてこれらを

Figure 1 TA エージェントの動作 

Figure 2 補助的なツールを用いた支援 
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実現することになる。(1)の教示的な解説は(B)

～(D)の逐次構造で表記できる。途中で作業をさ

せる(3)は、(D)または(E)による一時停止で表記

する。学習者の応答で支援方法を変える(4)は

(E)の結果による分岐構造となる。(2),(5),(6)

は OS や画面の状況に依存するため、情報収集ユ

ニットから得られる情報を利用する。(2)は位置

情報を引数とした(F)と(G)、(5)と(6)は取得し

た情報を条件に含めた分岐構造で表記する。 

ツールを使う場合、例えば画面上のキーボー

ドの特定のキーが点滅し、そこをエージェント

がポインティングするなど、ツールとエージェ

ントは連携して動作できなければならない。こ

れを実現するには下記の要件を満す必要がある。 

・ひとつのスクリプトの中にエージェントと 

各ツールの動作をそれぞれ記述できること 

・それぞれが同時に並行して動作できること 

・タイミングをあわせた動作ができること 

エージェントと各ツールには共通の動作（表

示・非表示の切り替え、位置の移動など）と、

固有の動作（キーを点滅させて強調するなど）

がある。これはオブジェクト指向のような対象

と動作の組み合わせで表記できる。一方、並行

動作はそれぞれを別々のスレッドで動作させる

ことで実現できる。そこで、移動や点滅などの

連続的な動作は対象ごとに完了までの時間を指

定できるようにし、命令が実行されるとメイン

とは別スレッドで独立して動作する形にする。

これとは別に一定時間経過後に全ての実行中の

動作を完了した状態にしてタイミングをそろえ

る同期の命令を追加する。これにより、対象ご

とに並行して行われる動作と、同期のタイミン

グの両方を、ひとつのスクリプトの中に逐次的

に記述することが可能となる。 

これらに加えて考慮すべき点が 2 つある。ひ

とつは、アドバイスの中断と再開ができなけれ

ばならない点である。特に並行動作時が問題と

なるが、これは中断時の直前の同期命令から再

開する仕組みを導入することで解決できる。も

うひとつは、デスクトップマスコットの位置を

毎回考慮して記述するのが困難な点である。例

えば背後に表示されたアイコンは身体があるた

めクリックできなくなるし、画面の左下のアイ

コンをさらに左下からポインティングすると身

体が画面からはみ出してしまう。これを解決す

るために、画面上の相対的な位置関係やマウス

ポインタの挙動に応じて自律的にデスクトップ

マスコットの振る舞いを調整する仕組みを導入

する。これにより、細かな状況を考慮すること

なしにスクリプトを記述することが可能となる。 

スクリプトシステムの設計 

前述の考察をふまえたスクリプトシステムの

枠組みを設計した。その構成を Figure3 に示す。 

制御機構はスクリプトに従ってエージェント

と補助ツールへと動作の指示を出す。このとき、

必要に応じて内部ユニットからパソコンの情報

を取得する。エージェントとツールはその指示

に従って画面に表示されたり位置や表示内容が

変更されたりするが、基本的にはそれぞれが並

行して自律的に（指定された時間にそった振る

舞いや表示位置の自動調整など）動作する。た

だし、同期や中断などの全体に関わる命令が実

行された場合にはそれが優先される。 

一方、スクリプト作成用のエディタには、シ

ステムが持つエージェントと補助ツールのタイ

プと、それぞれが実行可能な動作の情報（並行

動作するかなども含む）を登録し、それを命令

として活用できるようにする。これにより、新

たなツールや機能の追加があっても、拡張性を

保ったまま、加算的にアドバイスのスクリプト

を作成することができる。 

 

おわりに 

本稿では、TA エージェントがツールを用いて

おこなうアドバイスの動作をスクリプトとして

記述可能なシステムに必要な要件を整理し、全

体の枠組みを提案した。今後はその有効性を検

証していく予定である。 
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Figure 3 スクリプトシステムの枠組み 
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